
定例会の様子は

ＫＣＶにて生放送、 

録画放送をしております 

ぜひご覧ください

第49号
2019.5

第50号
2019.8

第50号
2019.8

はっとして  ながめる湖上  美の祭典 
　　　　　　　　　　　　　   今年も  家族  みんなで  楽しみましょう ！

写真提供　森本匡俊氏



２かとう 市議会だより Ｎｏ.50

第50号記念特集

皆様の市議会に期待すること

 お聞かせください

皆様の市議会に期待すること

 お聞かせください

 　開かれた議会の取組みとして、定例会での審議や結果などをお知らせ
している 「市議会だより」。年に４回発行しており、2007（平成 19）
年 5 月の創刊から今回で第 50 号を迎えました。議会広報委員が市議会
や市議会だよりに期待することを市内各地に出かけて聞いてきました。 

第50号
記念特集

働くお母さん 
伊藤 夕子さん（下滝野）

子育てと仕事に奮闘中の
上月 美紀子さん（山国）

農業法人
藤本 善仁さん（牧野）

芹生 強さん 
（上滝野）

消防団副団長の 
植田 竹吉さん（家原）

上月 尚子さん（東古瀬）

仕事中の 
上月 昭彦さん（西垂水）

田植え中の 
藤原 陽一さん（岡本）

両親共、土日祝日にお仕
事の家庭って結構多いと
思います。そんな家庭の
ために学童保育を充実さ
せてもらいたいです。

ときに、市政が実情と
あっているか。その
チェックする機能こそ、
議員の方の任務であろ
うと思います。 

市議会だよりは、よく目
を通しています。コン
パクトシティ形成に向け
て、まちづくりに力を入
れてほしいと思います。

消防団を取り巻く環
境の変化に対応す
べく活動しています
が、20～30年後を見
据えた議会対応を望
みます。 

市議会だよりを毎号見
ています。議員の皆さ
んのご活躍がよく分か
りとても見やすいです。
ただ、議会中継のPR
を表紙に入れるのもい
いかと思います。 

市政や各議員の考え
を知る身近な情報源
として愛読していま
す。特に、東条地域
の活性化に期待して
います。

加東市の農産物の特
徴を多くの人に知っても
らえるようなＰＲ活動と、
地域のために頑張ろう
とする若者の応援をよ
ろしくお願いします。

市議会のみなさんに
は家族への思いやり
のような気持ちで加
東市を見守っていた
だきたいです。

※ご協力いただきありがとうございました。



６月定例会を
開催しました

３ かとう 市議会だより Ｎｏ.50

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

一
般
会
計
補
正
予
算

【
問
】
宿
泊
施
設
の
誘
致
事
業

の
関
係
で
測
量
の
委
託
料
が
あ

が
っ
て
い
る
。
平
成
の
初
め
ご

ろ
確
定
測
量
が
済
ん
で
い
る
が
、

そ
の
必
要
性
は
。

【
答
】
基
本
的
に
復
元
測
量
と

市
道
を
拡
幅
す
る
た
め
の
測
量

で
あ
る
。

【
問
】
宿
泊
施
設
の
誘
致
事
業

を
一
生
懸
命
、
市
を
挙
げ
て
や

っ
て
い
る
が
、
も
し
誘
致
で
き

な
か
っ
た
場
合
で
も
土
地
売

却
と
い
う
方
向
は
変
わ
ら
な

い
の
か
。

【
答
】
基
本
的
に
現
在
売
却
と

い
う
事
で
進
め
て
い
る
。
宿
泊

施
設
に
つ
い
て
は
、
活
力
あ
る

加
東
市
を
実
現
す
る
た
め
の
重

要
な
パ
ー
ツ
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
も
営
業
活
動
を
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
梅
の
木
峠
芦
原
線
の
工

事
内
容
が
変
更
と
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
ど
う
い
う
工
法
で
法

面
の
修
理
を
行
う
の
か
。

【
答
】
当
初
は
、
の
り
枠
工
と

モ
ル
タ
ル
吹
付
の
工
法
を
予
定

し
て
い
た
が
、
崩
壊
土
砂
の
防

護
柵
で
対
応
す
る
。

【
問
】
社
中
学
校
の
柔
剣
道
場

応
急
補
強
工
事
の
件
で
、
こ
の

柔
剣
道
場
は
今
危
険
で
あ
る
と

の
こ
と
。
教
育
課
程
の
中
で
一

つ
の
教
室
で
あ
る
。
即
、
工
事

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
が
。

【
答
】
現
状
と
し
て
は
今
使
え

な
い
状
況
で
あ
る
。
教
育
活
動

に
お
い
て
、
非
常
に
学
校
は
苦

慮
し
て
い
る
。
一
刻
も
早
く
学

習
を
こ
の
場
所
で
再
開
さ
せ
て

や
り
た
い
。

【
問
】
社
中
学
校
柔
剣
道
場
の

耐
力
度
調
査
の
結
果
表
を
議
会

に
も
開
示
し
た
上
で
説
明
を
受

け
な
い
と
、
こ
の
補
正
予
算
の

必
要
性
に
疑
問
点
が
付
く
。

【
答
】
建
物
の
周
り
に
鉄
骨
を

立
て
る
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で

応
急
補
強
工
事
の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
り
、
こ
の
設
計
委
託
も
合
わ

せ
て
計
上
し
て
い
る
が
具
体
的

に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
。

【
問
】
安
全
第
一
を
優
先
す
る

の
は
分
か
る
が
、
現
状
で
よ
ほ

ど
の
台
風
、
暴
風
雨
、
豪
雪
が

な
い
限
り
も
つ
と
思
う
が
。

【
答
】
耐
力
度
調
査
で
点
数
等

の
評
価
を
見
た
限
り
、
子
ど
も

の
安
全
を
考
え
れ
ば
応
急
処
置

で
改
修
す
べ
き
と
判
断
す
る
。

反
対
討
論

伊
勢
湾
台
風(

風
速
34
ｍ
以
上)

ク
ラ
ス
の
台
風
が
来
て
い
る
と

き
に
社
中
学
校
の
生
徒
が
柔
剣

道
場
で
運
動
す
る
の
は
あ
り
得

な
い
。
根
拠
の
な
い
こ
と
に
反

対
す
る
。　
　
　
　
　
（
北
原
）

賛
成
討
論

柔
剣
道
場
は
体
育
教
師
の
教
室

で
あ
り
、
子
ど
も
の
教
室
で
あ

る
た
め
賛
成
す
る
。　
（
廣
畑
）

ホ
テ
ル
誘
致
に
関
し
て
は
土
地

が
売
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
見
方

か
ら
賛
成
す
る
。　
　
（
藤
尾
）

賛
成
多
数
で
可
決

条
例
一
部
改
正
等

◎
防
災
広
場
条
例
の
制
定

【
改
正
の
理
由
】

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

地
域
防
災
拠
点
と
し
て
利
用

し
、
平
常
時
は
、
住
民
へ
開
放

す
る
こ
と
か
ら
公
の
施
設
に
該

当
す
る
た
め
、
防
災
広
場
の
設

置
及
び
管
理
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
。

【
問
】
今
回
新
し
く
条
例
制
定

さ
れ
る
が
、
都
市
公
園
条
例
と

の
差
別
化
は
。

【
答
】
こ
の
防
災
広
場
に
つ
い

て
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

く
緊
急
的
な
避
難
場
所
も
含
め

て
の
活
用
が
図
ら
れ
る
。
平
常

時
に
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
的

な
活
用
を
考
え
て
い
る
が
、
公

園
条
例
の
位
置
づ
け
で
は
な

い
。

全
会
一
致
で
可
決

６月定例会を
開催しました
６月定例会を
開催しました
■会期6月3日～6月26日

加東みらいこども園西隣に整備中の防災広場（９月利用開始予定）

補正額 補正後の額 主な内容
法面修繕工事△75,420　　社中学校柔剣道場応急補強工事9,729
新定地内地すべり恒久対策に係る工事費30,000

弁護士委託料1,782　交差点安全対策工事4,400
予備費△6,182

システム改修委託料853

資本的収入 16,830 181,224 生活基盤施設耐震化等交付金16,830

資本的支出 29,810 803,410 広沢送水管老朽管更新工事29,810

令和元年６月定例会各会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　 　(単位：千円）

会計種別

水道事業(１号）

一般会計（第１号） 88,026 20,498,026

853

一般会計（第２号）

国民健康保険（１号）

0 20,498,026

3,830,420
企
業
会
計

定　例　会



４かとう 市議会だより Ｎｏ.50

◎
社
・
東
条
放
課
後
児
童
健
全

育
成
施
設
条
例
の
一
部
改
正

〔
改
正
の
理
由
〕

　

三
草
放
課
後
児
童
健
全
育
成

施
設
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日

に
三
草
こ
ど
も
園
を
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
に
譲
渡
し
、
公

の
施
設
と
し
て
の
用
途
を
廃
止

し
た
た
め
改
正
を
行
う
。

【
問
】
民
間
の
事
業
者
に
４
月

１
日
に
運
営
を
譲
渡
し
て
い
る

の
に
な
ぜ
条
例
改
正
を
３
月
議

会
に
上
程
し
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
本
来
３
月
議
会
に
提
案

す
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
漏
れ

と
い
う
こ
と
で
今
回
に
な
っ

た
。

賛
成
多
数
で
可
決

決
議
案
第
一
号

　

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
建
設

に
係
る
実
施
設
計
の
積
算
に
関

す
る
検
査
を
実
施
す
る
決
議

（
地
方
自
治
法
第
98
条
第
１
項
）

〔
提
案
理
由
〕

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
建
設
に

係
る
入
札
が
不
調
に
終
わ
っ
た

こ
と
を
受
け
、
市
の
実
施
し
た

積
算
が
適
切
で
あ
っ
た
か
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

（
小
川
・
長
谷
川
・
桑
村
・
山
本
）

反
対
討
論

「
検
査
」
と
「
調
査
」
を
混
同

し
て
お
り
反
対
す
る
。（
大
畑
）

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
何
を

す
る
べ
き
か
考
え
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廣
畑
）

今
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
を
議

論
す
べ
き
。　
　
　
　
（
井
上
）

賛
成
討
論

私
な
ら
適
切
な
積
算
が
で
き

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
北
原
）

入
札
不
調
の
結
果
を
受
け
て
議

会
と
し
て
も
対
応
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
尾
）

賛
成
少
数
で
否
決

意
見
書
案
第
一
号

　

下
水
道
施
設
の
改
築
に
係
る

国
庫
補
助
の
継
続
と
予
算
枠
の

拡
大
を
求
め
る
意
見
書

〔
内
容
〕

１
下
水
道
施
設
の
改
築
に
係
る

　

国
庫
補
助
制
度
を
堅
持
す
る

　

こ
と
。

２
そ
の
上
で
、
災
害
時
の
機
能

　

保
全
、
安
全
性
確
保
の
観
点

　

か
ら
、
下
水
道
施
設
の
老
朽

　

化
対
策
に
必
要
な
予
算
を
確

　

保
す
る
事
。

３
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
播
磨
地

　

域
を
中
心
に
大
規
模
被
害
が

　

想
定
さ
れ
る
山
崎
断
層
地
震

　

及
び
巨
大
台
風
を
は
じ
め
と

　

す
る
自
然
災
害
に
備
え
る
事

　

前
防
災
の
観
点
か
ら
防
災
・

　

減
災
対
策
等
に
必
要
な
予
算

　

を
確
保
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

財
産
取
得

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
ポ
ン
プ

自
動
車
等
購
入

〔
購
入
す
る
財
産
〕

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
ポ
ン
プ

　

自
動
車
（
高
岡
分
団
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
無
ポ
ン
プ

　

自
動
車
（
社
分
団
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

　
（
常
田
分
団
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
無
積
載
車

　
（
山
国
分
団
）

〔
契
約
の
相
手
方
〕

有
限
会
社
岡
本
ポ
ン
プ

〔
購
入
予
定
額
〕

７
６
３
９
万
９
千
２
百
円

賛
成
多
数
で
可
決

全
員
協
議
会

◎
６
月
18
日
全
員
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
市
長
か
ら
東
条
地
域

小
中
一
貫
校
建
設
工
事
の
制
限

付
一
般
競
争
入
札
不
調
の
経
緯

報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
教
育

長
か
ら
開
校
に
係
る
今
後
の
考

え
方
の
説
明
が
あ
っ
た
。

〔
要
旨
〕

○
東
条
地
域
小
中
一
貫
校
の
工

事
入
札
価
格
が
市
の
予
定
価
格

を
大
幅
に
上
回
り
不
調
と
な
っ

た
。

○
国
庫
補
助
事
業
の
採
択
要
件

か
ら
外
れ
る
た
め
、
今
年
度
は

再
入
札
を
し
な
い
。
来
年
度
再

入
札
を
行
い
、
令
和
３
年
12
月

の
完
成
を
目
指
す
。

○
開
校
に
つ
い
て
は
、
二
案
が

示
さ
れ
る
。

（
一
案
）
予
定
通
り
令
和
３
年

４
月
に
小
中
一
貫
の
義
務
教
育

学
校
を
開
校
す
る
。
新
校
舎
の

完
成
ま
で
は
、東
条
東
小
学
校
、

東
条
中
学
校
を
使
用
す
る
。

（
二
案
）
義
務
教
育
学
校
の
、

開
校
を
一
年
遅
ら
せ
て
令
和
４

年
４
月
と
す
る
。

今
後
、
保
護
者
の
ご
意
見
を
お

伺
い
し
、
開
校
準
備
委
員
会
等

に
諮
り
検
討
す
る
。

○
工
期
に
余
裕
を
持
た
せ
る
た

め
、
補
助
対
象
外
の
外
構
工
事

の
一
部
を
本
年
入
札
し
、
本

年
度
中
の
完
成
を
予
定
し
て

い
る
。

○
合
併
特
例
債
に
つ
い
て
は
、

法
改
正
で
期
限
が
５
年
延
長
さ

れ
、
手
続
き
を
す
れ
ば
制
度
上

は
使
え
る
。

（賛否の分かれたもの）※その他の議案は全会一致で可決　

議案番号 議　案

北
原

豊

別
府
み
ど
り

鷹
尾

直
人

廣
畑

貞
一

古
跡

和
夫

大
畑
一
千
代

髙
瀬

俊
介

長
谷
川
幹
雄

石
井

雅
彦

岸
本
眞
知
子

小
川

忠
市

小
紫

泰
良

藤
尾

潔

桑
村

繁
則

山
本

通
廣

井
上

茂
和

議決結果

第31号議案 令和元年度一般会計補正予算（第1号） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（賛成14　反対１）

第39号議案 社・東条放課後児童健全育成施設条例の一部を改正する条例制定の件 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（賛成14　反対１）

第41号議案 令和元年度一般会計補正予算（第２号） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（賛成14　反対１）

第42号議案 小型動力ポンプ付ポンプ自動車等購入の件 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（賛成14　反対１）

意見書案第1号 下水道施設の改築に係る国庫補助の継続と予算枠の拡大を求める意見書 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（賛成14　反対１）

決議案第1号 東条地域小中一貫校建設に係る実施設計の積算に関する検査を実施する決議 〇 × × × 〇 × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 否決（賛成７　反対８）

第85回定例会　議決結果一覧
○・・・賛成　×・・・反対

議
長

定　例　会

は
か
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所
轄
事
務
調
査

宿
泊
施
設
事
業
者
誘
致
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て

○
場
所　

加
東
消
防
署
跡
地
ほ
か

（
加
東
市
上
中
三
丁
目
21
ほ
か
）

○
面
積　

約
３
５
０
０
㎡

○
出
店
形
態

　
　

土
地
事
業
者
に
よ
る
購
入

　
　

建
物
事
業
者
に
よ
る
建
築

○
規
模　

客
室
数
１
２
０
室
以
上

○
事
業
者
選
定
方
法

　
　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

○
今
後
の
予
定

•
７
月
か
ら
道
路
拡
幅
工
事
着
手

•
10
月
か
ら
旧
消
防
署
取
壊
し

•
12
月
か
ら
事
業
者
選
定

【
問
】
支
援
措
置
は
具
体
的
に

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
５
年
間
の
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
の
奨
励
交
付
金
。

水
道
料
金
前
年
度
使
用
量
二
千

㎥
を
超
え
る
部
分
に
お
い
て
１

㎥
当
り
50
円
を
乗
じ
た
額
の
奨

励
金
を
考
え
て
い
る
。

【
問
】
経
済
波
及
効
果
は
。

【
答
】
既
存
の
施
設
で
22
億
２

千
万
円
程
度
、
新
規
出
店
で
５

億
４
６
０
０
万
円
増
と
見
込
ん

で
い
る
。

学
校
施
設
に
お
け
る
耐
力
度
調

査
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

耐
力
度
と
は…

構
造
耐
力×

健

全
度×

立
地
条
件
＝
耐
力
度
１

万
点
（
満
点
）（
法
令
に
よ
り

４
５
０
０
点
未
満
は
構
造
上
危

険
な
状
態
の
建
物
と
判
定
）

【
調
査
対
象
校
】
社
中
学
校
、
東

条
東
小
学
校
、
東
条
西
小
学
校

【
結
果
】
校
舎
は
３
校
と
も
基

準
を
満
た
し
て
い
る
が
、
体
育

館
は
３
校
と
も
基
準
以
下
で
、

特
に
社
中
学
校
の
柔
剣
道
場
は

著
し
く
点
数
が
低
い
。

【
対
策
】
柔
剣
道
場
は
暴
風
時

に
被
害
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
、

使
用
を
中
止
し
、
補
強
も
含
め

対
応
を
検
討
す
る
。

【
問
】
改
修
に
あ
た
っ
て
国
か

ら
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

【
答
】
こ
の
補
強
に
関
し
て
は

補
助
は
な
い
。

【
問
】
東
条
東
・
西
小
学
校
は
、

一
貫
校
開
校
後
、
活
用
方
法
は

未
定
な
の
で
、
解
体
し
て
小
ぶ

り
な
も
の
を
建
て
た
方
が
良
い

の
で
は
。

【
答
】
結
果
が
出
た
事
で
必
ず

今
改
修
す
べ
き
も
の
で
は
な
い

の
で
、
現
段
階
で
は
そ
の
事
は

考
え
て
い
な
い
。

社
地
域
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

【
事
業
概
要
】

〔
形
態
〕
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校（
児
童
生
徒
数
約
１
２
０
０
人

規
模
）

〔
場
所
〕
社
中
学
校
周
辺

〔
規
模
〕
現
中
学
校
施
設
を
活
用

し
、
施
設
延
床
面
積
約
１
８
４

０
０
㎡
を
想
定

【
事
業
工
程
】

令
和
元
年
度　

基
本
計
画
策
定

令
和
２
年
度　

基
本
設
計

令
和
３
年
度　

実
施
設
計

令
和
４
年
度　

建
設
工
事
着
手

令
和
６
年
４
月
開
校

【
開
校
準
備
委
員
会
】

第
１
回
目
を
５
月
31
日
に
35
名

で
開
催
。
今
後
随
時
開
催
。

【
問
】
校
舎
の
作
り
方
と
し
て

は
併
設
型
か
一
体
型
か
。

【
答
】
現
段
階
で
は
既
存
の
施

設
を
活
か
し
つ
つ
一
体
型
と
考

え
て
い
る
。

総務文教常任委員会

旧加東消防署跡地に

そ
の
他
の
主
な
事
務
調
査

●
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
及

び
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用

状
況
に
つ
い
て

●
高
速
バ
ス
利
用
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
今
後
の
方
針

●
北
播
磨
清
掃
事
務
組
合
か
ら

の
脱
退
に
係
る
財
産
処
分
の
協

議
の
結
果
に
つ
い
て

《箇所図》

こ
ん
な
調
査
を
し
ま
し
た
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長
会
等
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
外
国
人
の
方
の
避
難
支

援
が
必
要
で
あ
る
が
、
名
簿
登

録
者
は
あ
る
か
。

【
答
】
現
在
は
独
居
者
、
高
齢

者
の
方
３
名
が
登
録
し
て
い
る
。

支
援
制
度
の
周
知
は
、
企
業
を

通
じ
て
行
う
。

【
問
】
妊
婦
、
乳
幼
児
、
母
子

家
庭
等
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
庁
内
で
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
く
。

【
問
】こ
の
制
度
の
課
題
は
何
か
。

【
答
】
個
別
支
援
計
画
が
全
地

域
で
策
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

 

所
管
事
務
調
査

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

災
害
が
発
生
又
は
発
生
の
お

そ
れ
が
生
じ
た
時
に
、
自
力
で

は
避
難
が
難
し
い
方
を
、
身
近

な
地
域
の
人
た
ち
で
支
援
す
る

制
度
で
、
災
害
対
策
法
に
よ
り

市
町
村
は
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
、

地
域
は
支
援
体
制
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

【
問
】
安
心
救
急
情
報
キ
ッ
ト

は
地
域
の
方
は
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
周
知
方
法
は
。

【
答
】
民
生
・
児
童
委
員
に
キ

ッ
ト
の
配
布
を
お
願
い
し
、
玄

関
先
に
緑
の
マ
ー
ク
を
貼
り
付

け
対
象
者
と
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
事
業
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、

地
域
で
見
守
っ
て
い
く
事
が
重

要
で
あ
り
、
皆
で
の
取
組
を
考

え
て
い
る
。

【
問
】
個
別
支
援
計
画
策
定
の

ア
ン
ケ
ー
ト
数
が
少
な
い
が
、

再
調
査
の
予
定
は
。

【
答
】
次
回
の
名
簿
の
整
理
に

合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
し
、
区

る
た
め
の
修
繕
と
す
る
。
併
せ

て
経
営
改
善
計
画
を
管
理
者
と

共
に
検
討
し
て
い
く
。

■
現
地
視
察

や
し
ろ
鴨
川
の
郷
本
館
の
修
繕

計
画
に
つ
い
て

　
（
老
朽
度
調
査
の
結
果
）
今

後
運
営
を
続
け
て
い
く
上
で
必

要
な
修
繕
箇
所
と
費
用
が
判
明

し
た
。
躯
体
の
耐
用
年
数
を
考

慮
し
た
築
50
年
の
運
用
を
想
定

し
、
今
後
約
30
年
間
で
は
、
合

計
約
２
億
６
０
０
０
万
円
の
修

繕
費
が
必
要
に
な
る
と
の
結
果

が
出
た
。

〔
主
な
修
繕
内
容
〕

鴨
川
の
郷
の
宿
泊
営
業
の
経
費

等
と
と
も
に
、
同
施
設
の
ニ
ー

ズ
等
を
鑑
み
て
検
討
し
た
結
果
、

本
館
と
コ
テ
ー
ジ
の
宿
泊
機
能

の
統
合
は
行
わ
ず
、
老
朽
度
調

査
結
果
よ
り
も
修
繕
費
を
抑
え
、

施
設
の
機
能
維
持
を
図
る
。

〔
経
営
改
善
に
つ
い
て
〕

中
小
企
業
診
断
士
に
経
営
分
析

と
収
支
改
善
策
の
検
討
を
依
頼
。

結
果
、
固
定
費
・
変
動
費
両
面

で
の
コ
ス
ト
削
減
と
、
売
上
の

低
い
月
の
底
上
げ
が
い
る
。

【
問
】
30
年
間
の
計
画
を
立
て

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

【
答
】
躯
体
が
50
年
持
つ
と
考

え
た
結
果
、
老
朽
度
調
査
の
考

え
に
至
っ
た
。

【
問
】
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
化
な
し

の
修
繕
費
用
・
工
期
抑
制
案
で

進
め
る
の
か
。

【
答
】
現
状
の
機
能
を
維
持
す

防災と福祉の
　　連携促進モデル事業
防災と福祉の
　　連携促進モデル事業

産業厚生常任委員会

せせらぎ東条

新定地区、地すべり現地そ
の
他
の
所
管
事
務
調
査

●
加
古
川
改
修
工
事
、
築
堤
、

油
谷
川
築
堤
他
工
事
に
つ
い
て

●
国
道
３
７
２
号
野
村
河
高
バ

イ
パ
ス
の
ラ
ン
プ
化
及
び
福
田

橋
撤
去
の
状
況
に
つ
い
て

●
平
成
30
年
度
加
東
市
民
病
院

事
業
部
業
務
状
況
に
つ
い
て

■
協
議
事
項

●「
下
水
道
施
設
の
改
築
に
係

わ
る
国
庫
補
助
の
継
続
と
予
算

枠
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
に
つ
い
て

避難支援等関係者

・日頃からの見守り
　声かけ
・災害時の安否確認
　避難誘導等

・避難行動要支援者
　名簿の共有

・安心救急情報キットの配付
　（推定同意書を除く）

避難行動要支援者名簿
登録者

（同意・推定同意者）

こ
ん
な
調
査
を
し
ま
し
た



❶東条学園の建設が始まるが、建設をスムーズに進めることが必要。そのためには、今の東条中学校の
下部法面で土砂が流れているところに、早急に土留めの対策をとるべきである。教育委員会や土木課の
担当に聞くと、一部は今年工事するが、残りは予算がないので遅れるとのことだったが、土砂が流れた
りすると東条学園の建設にも支障が出るのではないか。
　　　該当の法面については、以前から改修工事及びしがらネット柵の設置により対応してきました。
　　　昨年度は集中豪雨等により表土が流出したため、まず、応急処置としてしがらネット柵を増設し
　　　ました。今年度は法面の改修工事を実施する計画としています。施工時期につきましては、東条
中学校と調整の上、秋以降に着工する予定です。なお、この工事により東条学園の建設に支障が出るこ
とはありません。
❷滝野工業団地は、現在１３社あるが、社員を雇用したくても敷地内の駐車場が不足している。
周辺にある調整池では、白線を引いて駐車場として活用されているので、他の調整池を活用するなど、
市で早急に工業団地周辺に駐車場を確保していただきたい。
　　　駐車場不足については企業側からも伺っており、市と滝野工業団地連絡協議会とで既存敷地の活
　　　用等について協議します。調整池は本来、雨水排水をストックするための施設であるため、大雨
　　　の際には車が冠水する恐れがあります。安全面等の観点から、長期間に渡り社員用駐車場とする
ことは避けるべきと考えます。
❸滝野工業団地で働く人が、住居を小野市に建設している。JR社町駅の西側の土地を開発し、宅地及
びバスターミナルかロータリーをつくるべき。税収の確保にもつながるのでは。
　　　ご提案のＪＲ社町駅の西側の区域は市街化調整区域であり、また、農振農用地区域であることか
　　　ら農業以外の土地利用については、厳しい制限があり、優先して宅地開発等を行うことができな
　　　い区域となっています。滝野工業団地と小野市の直近の距離は約１．５ｋｍ程度ですが、加東市
内の同距離内には、住宅地の未利用地が存在し、また、諸要件はあるものの農振除外地もあり、住宅建
設用の土地はあると考えており、そういった土地の利用を優先すべきと考えます。
❹東条学園は、４・３・２制でやっていくとのことだが、子どもたちの精神的な発達に沿うように移行
してほしい。
　　　初めの４年間は、学習面での基礎基本や学習・生活習慣の定着を図ります。次の３年間では、一
　　　部教科担任制を取り入れ、前期で身に付けたことを徹底させ、思春期の課題に対応します。
　　　最後の２年間では、１５歳の旅立ちに向け、自主自立の態度の育成や興味・関心・能力に応じた
個性の伸長を図ります。各発達段階を考慮したのが４・３・２制であり、より充実した教育活動に向け、
スムーズな移行を図ります。

７ かとう 市議会だより Ｎｏ.50

令和元年
を開催しました

令和元年
を開催しました

５月８日（水）ミナクル
参加者…１９人

５月９日（木）河高交流センター
参加者…２２人

５月10日（金） 社公民館
参加者…２6人

【回答】

【回答】

【回答】

【回答】

議会報告会

第18回議会報告会第18回議会報告会

＜ 次のページヘ続く＞



❺総合計画時のアンケートで「環境が良い」との答えが多かったが、これは“田”が多いからだと思う。
農業を守るためにどうすればよいかを考える必要がある。JA・市・農家が協力して、農業を続けられ
る方策を検討すべきでは。
　　　地域の農業を維持していくためには、「人」と「農地」の問題を一体的に解決していく必要があ
　　　ります。その解決手法として、国では、地域による「人・農地プラン」の策定を推進しており、
　　　将来の農業の担い手や、農地利用の在り方など、地域の実情に沿ったプランとすることで、地域
の農業を守り、育てていくことにつながります。
　市では、加西農業改良普及センターをはじめとした関係機関と連携し、地域によるプランの策定を支
援するとともに、担い手育成のために新規就農や集落営農組織化への相談・支援を行っています。また、
農業関係団体等で組織する加東市農業再生協議会において、地域農業の振興について、協議を行ってい
ます。
❻防災行政無線放送（火災放送時）の言葉が、専門用語が多くわかりにくいので、改善をお願いしたい。
　　　ご指摘の専門用語については、合成音声による放送における火災種別の部分かと推察します。
　　　この火災種別は、消防統計上の種別に準じて「建物」「中高層建物」「林野」「車両」「危険物」「その他」
　　　の６つの火災種別に区分し、指令台にあらかじめ登録しています。火災が発生した時には、通報
を受けた指令台から消防署へ送信される出動指令データと連動し、自動的に合成音声による防災行政無
線放送を行っており、これにより情報周知の迅速化及び情報の漏れや誤りの軽減に寄与しているものと
考えますので、何卒ご理解ください。
　なお、北はりま消防本部管内で発生する「その他火災」のほとんどが、農地等のわら、枯草の焼却か
ら燃え広がった火災です。また、防災行政無線を補完するものとして、かとう安全安心ネットメールに
て詳細な内容を提供できるよう、情報の追加を検討します。
❼神戸新聞「イイミミ」欄に、加東市民から病院の職員の接遇の悪さについて投稿されていた。加東市
民病院ではないだろうが、他人事とは思わず、うちではこれはないと胸を張って言えるよう気を引き締
めて運営に当たってほしい。
　　　職員の接遇について、外来では定期的に、入院では退院時に、医師をはじめとする各職員の身だ
　　　しなみ、言葉遣いを含めた説明の分かりやすさ等の患者アンケートを実施しています。また、意
　　　見箱を設置し、随時患者さまの声をお聞きしています。その情報を基に検討を行い、必要に応じ
て現場にフィードバックし、接遇の向上に努めています。外来診察の待ち時間が長くなることや入院中
の療養生活上ご不便が発生することもありますが、引き続き、快適に診療を受けていただけるよう努め
ていきます。
❽市役所周辺にある銀杏並木の実が多く落ちており、散歩中に「臭い」との苦情が出ている。対策を行
うことはできないか。
　　　銀杏並木の実について、秋の多数落下する時期に定期的な清掃を行います。

❾吉馬地区の吉馬川（１級河川）に、萱が繁茂して景観が悪い。県の管理河川であり、地区から何度も
県に整備要望を行ったが、優先順位が決まっているようで、すぐには整備してくれないので、市から要
望してもらいたい。
　　　吉馬川の件について、県へ要望を行い、次の回答を得ました。「河川の堆積土砂浚渫は河川断面
　　　の３割程度を目安に、また、河川内の除草は萱等が著しく河川の流水を阻害している場合に、治
　　　水上・河川管理上必要な箇所について、関係者の協力を得ながら実施しています。現在の吉馬川
においては、河床低下や堆積がありますが治水上影響は少ないと思われます。また、萱等は出水時には
倒れるため流水阻害は少ないと考えています。よって現時点では、優先性・緊急性は低いと判断してい
ます。
　今後も、堆積状況等河川監視や地元要望を踏まえ、治水上必要な箇所から優先順位を決め順次対応し
ていきたいと考えています。河川除草等景観への配慮の必要性はありますが、治水能力確保を第一
に対策を行っていきます。」

８かとう 市議会だより Ｎｏ.50

議会報告会

【回答】

【回答】

【回答】

【回答】

【回答】

かや
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問　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
必
要
と
す
る
背
景
は
。 

答　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
B
i
o

周
辺
を
、
本
市
に
お
け
る
ま
ち
の
拠
点
「
中

心
部
」
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
公
共
交
通

の
利
便
性
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。「
中
心

部
」
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
交
流
拠
点

と
し
て
市
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
は
有
効
な
施
策
で
あ
る

と
考
え
る
。 

問　

他
の
自
治
体
を
視
察
す
る
な
ど
し
て
類

似
す
る
政
策
と
の
比
較
検
討
を
し
た
か
。 

答　

三
木
市
、
相
生
市
、
福
崎
町
な
ど
、
県

内
の
自
治
体
が
整
備
し
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
実
際
に
見
て
回
っ
た
り
、
ま
た
、
交
通
事

業
者
等
か
ら
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
参
考
と

し
た
。 

問　

市
場
調
査(

リ
サ
ー
チ)

は
実
施
し
た
か
。 

答　

実
際
の
市
場
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
や
し
ろ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
B
i
o
に
併
設
し
た

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
た
。 

問　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
よ
る
経
済
効

果
や
、
そ
の
他
の
期
待
す
る
効
果
は
。 

答　

広
域
幹
線
バ
ス
路
線
の
ア
ク
セ
ス
性
が

向
上
し
、
交
通
結
節
機
能
が
充
実
す
る
こ
と

で
、
日
常
生
活
の
移
動
に
公
共
交
通
を
利
用

す
る
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
ま
た
、

市
の
「
中
心
部
」
の
活
性
化
の
足
掛
か
り
と

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う

　
小
川
忠
市
議
員

し
た
い
。 

問　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
こ
と
で

ま
ち
が
活
性
化
す
れ
ば
、
バ
ス
事
業
者
や
商

業
施
設
事
業
者
も
増
収
効
果
が
見
込
め
る
。

で
あ
る
な
ら
整
備
費
用
は
、
市
単
独
で
は
な

く
、
各
事
業
者
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め
、

官
民
一
体
の
「
協
働
」
で
整
備
す
る
も
の
で

は
な
い
か
。
昨
年
の
常
任
委
員
会
の
説
明
で

も
「
当
然
、
市
が
全
て
を
負
担
す
る
こ
と
は

な
い
。
経
費
負
担
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い

る
。
」
と
答
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。 

答　

当
時
は
そ
の
ス
タ
ン
ス
で
協
議
を
進
め

て
い
た
。
た
だ
、
協
議
を
進
め
て
い
く
中
で
、

交
通
施
設
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
全
て
市

の
経
費
で
整
備
し
、
バ
ス
事
業
者
に
は
新
し

い
バ
ス
路
線
の
設
定
等
を
、
商
業
施
設
事
業

者
に
は
中
心
市
街
地
に
立
地
し
て
い
る
商
業

施
設
と
し
て
の
体
裁
等
を
、
事
業
者
自
身
で

魅
力
ア
ッ
プ
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
を
担
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
「
協
働
」
の
取
組
に
な
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
る
。 

そ
の
他
の
質
問 

○
公
共
施
設
適
正
配

　

置
計
画
推
進
の
進

　

捗
状
況
を
問
う
。 

○
社
地
域
小
中
一
貫

　

校
開
校
ま
で
の
進

　

め
方
に
つ
い
て 

問問 答問問 答答 答

問答

　
　

子
育
て
世
帯
の
経
済
状
況
よ
る
発
達
・ 

発
育
保
障
は
で
き
て
い
る
の
か
。

【
答
】児
童
生
徒
の
家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
り
、

二
次
的
影
響
と
な
る
学
習
遅
滞
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
児
童
虐
待
、
問
題
行
動
等
の
問
題

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
質
問
六
点
に
答
え
る
。 

　

一
つ
目「
生
涯
学
習
へ
の
活
動
に
つ
い
て
」

子
ど
も
が
自
由
に
参
加
し
や
す
い
活
動
を
よ

り
多
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
実
態
を
的
確

に
把
握
し
、
各
種
活
動
へ
の
支
援
策
等
に
つ

い
て
、
仕
組
み
づ
く
り
も
含
め
て
再
考
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

二
つ

目
「
各
学
校
経
営
方
針
に
つ
い
て
」
小
中
連

携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
大
き
な
柱
と
し
て

継
続
し
た
学
校
経
営
を
進
め
て
い
く
。 

三
つ

目「
生
徒
指
導
に
つ
い
て
」課
題
解
決
の
た
め
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
中
心
と

し
て
、
福
祉
的
支
援
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
数
の
多
い
学
校
に
は
支

援
教
員
を
配
置
し
、
個
別
の
学
習
指
導
、
生

徒
指
導
・
支
援
、
進
路
指
導
等
を
組
織
的
に

行
っ
て
い
る
。
四
つ
目
「
教
科
学
習
指
導
に

つ
い
て
」
家
庭
で
の
学
習
が
難
し
い
子
ど
も

へ
は
、
で
き
る
限
り
学
校
の
授
業
で
課
題
を

明
確
に
し
、
個
に
応
じ
た
宿
題
で
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
進
め
る
。
本
年
度
よ
り
問
題

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
習
熟
度
別
課
題
を
導

入
す
る
。
五
つ
目
「
進
路
学
習
に
お
け
る
特

別
活
動
の
活
用
に
つ
い
て
」
高
校
・
大
学
で

「
子
育
て
世
帯
の
経
済
状
況
調
査
」の

　
　
　
　

結
果
を
受
け
、教
育
方
針
を
問
う 

　
廣
畑
貞
一
議
員

の
奨
学
金
制
度
や
小
中
学
校
に
は
、
就
学
支

援
金
制
度
を
具
体
的
に
説
明
し
、
子
ど
も
が

日
々
の
学
習
や
進
路
に
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
保
護
者
と
共
に
考
え
て
い
く
。
六
つ

目
「
道
徳
学
習
に
つ
い
て
」 

い
か
な
る
家
庭

環
境
に
お
い
て
も
自
己
を
見
つ
め
、
自
己
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
誰
に
対
し
て
も
差

別
や
偏
見
を
持
つ
こ
と
な
く
、
公
正
、
公
平

な
態
度
で
接
し
、
正
義
の
実
現
に
努
め
る
児

童
生
徒
を
育
成
す
る
。 

　

家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
り
、
二
次
的
影
響

と
な
る
学
習
遅
延
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
児

童
虐
待
、
問
題
行
動
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

個
別
に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
、
児
童
生

徒
の
自
尊
感
情
の
形
成
に
関
わ
る
課
題
を
確

実
に
把
握
し
、
児
童
生
徒
の
自
己
実
現
を
支

援
す
る
。 

□
兵
庫
教
育
大
学
と
市
の
全
市
民
に
開
か
れ

た
連
携
に
つ
い
て 

問　

兵
庫
教
育
大
学
の
連
携
を
具
体
的
に
進

め
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。 

答　

市
に
大
学
が
立
地
す
る
優
位
性
を
活
か

し
、
有
効
な
連
携
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
も

一
層
の
連
携
協
力
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
連
携
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
認

識
を
含
め
、
大
学
の
存
在
意
義
を
高
め
る
と

と
も
に
、
ま
ち
の
活
力
維
持
に
繋
げ
る
好
循

環
を
生
む
、
大
学
と
の
さ
ら
な
る
関
係
性
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問答

問答

一　般　質　問 
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一　般　質　問 
問　

子
ど
も
見
守
り
隊
の
所
管
は
。

答　

教
育
委
員
会
や
市
が
所
管
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
各
小
学
校
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治

会
、
老
人
会
等
が
主
体
と
な
っ
て
、
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

問　

諸
々
の
問
題
が
出
た
時
の
対
応
に
、
母

体
あ
っ
て
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
。 

答　

地
域
に
お
い
て
、
組
織
を
整
理
し
て
い

た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
。 

問　

子
ど
も
見
守
り
隊
で
活
動
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
安
全
面
の
対
応
は
。 

答　

全
小
中
学
校
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
対
象
と
し
た
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。
見

守
り
隊
も
校
外
で
の
活
動
で
は
あ
る
が
、
対

象
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。 

問　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
の
統
一
し
た
も
の
が

な
い
が
、
見
守
り
隊
と
し
て
の
意
識
を
持
つ

た
め
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。 

答　

市
で
は
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
補
助
金
を
設
け
て
い
る
。
ウ
イ
ン
ド
ブ

レ
ー
カ
ー
等
の
購
入
費
用
も
補
助
の
対
象
に

な
る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

子
ど
も
見
守
り
隊
の
現
状
に
つ
い
て

　
岸
本
眞
知
子
議
員

□
高
齢
者
大
学
の
取
組
み
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て 

問　

高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
中
、
入
学
者

が
当
初
よ
り
約
２
０
０
人
も
減
少
と
な
っ
た

要
因
は
。 

答　

社
会
情
勢
と
し
て
、
定
年
の
延
長
や
年

金
制
度
の
変
化
等
に
よ
り
60
歳
を
超
え
て
も

仕
事
に
つ
き
、
忙
し
い
と
い
う
理
由
で
参
加

者
が
減
少
し
て
い
る
の
が
最
大
の
原
因
と
考

え
る
。 

問　

高
齢
者
大
学
と
兵
庫
教
育
大
学
と
の
関

わ
り
方
と
し
て
、
学
生
と
の
交
流
の
機
会
を

設
け
る
こ
と
は
可
能
か
。 

答　

高
齢
者
大
学
の
講
座
等
の
開
催
日
が
平

日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
整
し
に
く
い
状
況

に
あ
る
が
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
手
法
を
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
調
査
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

問　

高
齢
者
大
学
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

施
策
の
考
え
は
あ
る
か
。 

答　

第
一
に
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
把
握
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、

結
果
を
分
析
し
、
大
学
の
活
性
化
に
繋
が
る

よ
う
事
業
計
画
を
検
討
す
る
。 

□
コ
ス
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
適
切
な
空
調
管
理
を 

答　

耐
用
年
数
的
に
は
か
な
り
経
っ
て
い
る
。

故
障
等
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
に
判
断
す
る
。 

問問問問 答

問問問 答答答答

答答答

横断歩道なし
（第１駐車場）

急勾配12％の坂道

問　

や
し
ろ
国
際
学
習
塾
第
一
駐
車
場
を
利

用
す
る
際
は
、
大
小
の
道
路
を
３
回
横
断
す

る
こ
と
に
な
り
、
事
故
が
心
配
で
あ
る
。
今

後
、
安
全
対
策
上
新
た
な
駐
車
場
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

や
し
ろ
国
際
学
習
塾
の
オ
ー
プ
ン
に
際

し
、
第
一
駐
車
場
の
駐
車
可
能
台
数
１
３
３

台
、
第
二
駐
車
場
20
台
、
第
三
駐
車
場
90
台
、

合
計
２
４
３
台
の
駐
車
可
能
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
た
。
平
成
23
年
に
は
、
第
三
駐
車
場
隣

接
地
に
用
地
を
確
保
し
、
駐
車
可
能
台
数
を

40
台
増
や
し
、
合
計
２
８
３
台
の
駐
車
場
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
。
十
分
と
は
言
え

な
い
が
、
概
ね
足
り
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
第
一
駐
車
場
か
ら
や
し
ろ
国
際

学
習
塾
へ
の
移
動
の
際
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
横
断
箇
所
手
前
に
車
の
運
転
手
に
注

意
喚
起
を
促
す
為
「
歩
行
者
注
意
」
な
ど
の

看
板
設
置
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
警
備
員
を

配
置
す
る
な

ど
、
現
在
で

き
る
安
全
対

策
上
必
要
な

処
置
を
講
じ

る
こ
と
で
対

応
す
る
。 

や
し
ろ
国
際
学
習
塾
第
一
駐
車
場
に
つ
い
て

　
髙
瀬
俊
介
議
員

□
市
道
木
梨
曽
我
線
の
一
部
歩
道
整
備
設
置

に
つ
い
て 

問　

木
梨
側
の
急
勾
配
12
％
の
坂
道
は
、
こ

れ
か
ら
も
利
用
し
続
け
る
通
学
路
で
あ
る
。

生
徒
の
見
守
り
、
交
通
安
全
の
観
点
か
ら
も

対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。 

答　

当
該
路
線
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
通

勤
の
車
両
や
通
学
す
る
生
徒
が
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。
市
道

に
関
す
る
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
緊
急
度

に
従
い
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
当
該
路
線
の

利
用
状
況
か
ら
は
、
近
々
に
取
り
組
む
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
全
対

策
と
し
て
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
た
め

「
右
カ
ー
ブ
・
左
カ
ー
ブ
」
と
い
っ
た
路
面

標
示
や
「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」・「
通
学
路
」

な
ど
の
看
板
設
置
を
検
討
す
る
。
具
体
的
な

施
工
箇
所
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
皆
様
や
学
校
関
係
者
の
方
々
と
現
場
確

認
・
協
議
の

上
、
決
定
し

た
い
。
改
善

対
策
後
も
状

況
確
認
を
行

い
、
更
な
る

対
策
が
必
要

で
あ
る
か
検

証
し
て
い
く
。 

問答

問答
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問　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
運
転
で
歩
行
者

を
巻
き
添
え
に
し
た
重
大
な
事
故
が
多
発
し

て
い
る
が
、
最
近
３
年
間
の
事
故
件
数
は

答　

平
成
28
年
は
１
７
４
件
（
内
75
歳
以
上

の
運
転
者
が
加
害
者
の
数
は
22
件
）
、
平
成

29
年
は
１
７
９
件
（
同
８
件
）
、
平
成
30
年

は
１
７
８
件
（
同
20
件
）
と
な
っ
て
い
る
。 

問　

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
返
納
者
の
推

移
は
。 

答　

平
成
29
年
は
１
３
６
件
、
平
成
30
年
は

１
５
３
件
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。 

問　

市
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転

を
ど
の
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
の
か
。 

答　

市
の
Ｈ
Ｐ
、
広
報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

防
災
行
政
無
線
で
啓
発
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

年
に
数
回
、
警
察
署
、
加
東
自
動
車
教
習
所

の
協
力
を
得
て
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
も
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
で
の
交
通
安
全

教
室
を
開
催
す
る
折
は
、
高
齢
者
に
も
積
極

的
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。 

問　

認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
家

族
へ
の
働
き
か
け
は
。 

答　

こ
の
問
題
に
関
し
て
も
家
族
か
ら
相
談

が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
相
談
内
容
に
応
じ

て
医
療
機
関
に
情
報
提
供
し
、
家
族
同
伴
で

受
診
し
、
医
師
の
見
解
を
確
認
さ
れ
る
こ
と

を
勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
窓
口
で
の
聞
き
と

り
や
、
自
宅
を
訪
問
し
免
許
証
返
納
手
続
き

後
を
絶
た
な
い
高
齢
者
運
転
の

　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
石
井
雅
彦
議
員

や
特
典
等
の
情
報
提
供
を
行
い
、
返
納
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。 

問　

移
動
式
の
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

が
市
販
さ
れ
て
い
る
が
導
入
の
検
討
は
。 

答　

自
動
車
の
運
転
技
術
と
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

の
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
タ
イ
プ
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
た
め
外

部
へ
の
持
ち
出
し
が
ま
だ
困
難
だ
が
、
今
後
、

小
型
軽
量
化
の
推
移
や
価
格
の
動
向
、
内
容

の
効
果
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
検
証
し
な
が

ら
購
入
に
向
け
検
討
は
し
て
い
き
た
い
。 

問　

東
京
都
が
事
故
防
止
装
置
の
費
用
の
約

９
割
補
助
を
打
ち
出
し
た
が
市
で
は
ど
う
か
。 

答　

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い

防
止
装
置
の
後
付
け
の
価
格
、
効
果
を
今
後

検
証
し
た
上
で
、
市
と
し
て
ど
う
い
っ
た
対

応
が
で
き
る
の
か
検
討
を
進
め
て
、
事
故
防

止
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問

○
ふ
る
さ
と
納
税
新
制
度
に
つ
い
て 

○
夏
季
休
業
中
の
小
・
中
学
生
の
防
犯
・
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

問　

活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

10
年
後
の
農
業
を
や
れ
る
人
は
32
・
4
％
し

か
い
な
い
、
こ
の
現
状
を
ど
う
打
開
し
て
い

く
の
か
。
新
規
就
農
者
が
加
東
で
な
ら
農
業

で
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
政
策
を
求
め
る
。 

答　

農
業
に
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
重
要
。

法
人
が
参
入
し
て
く
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ

が
簡
単
で
は
な
い
。 

□
公
共
交
通
機
関
の
維
持
と
高
校
生
の
通
学

確
保
に
関
し
て 

問　

平
木
か
ら
社
高
校
ま
で
自
転
車
で
通
学

し
て
い
る
女
生
徒
が
い
る
、
中
学
で
は
ス
ク

ー
ル
バ
ス
だ
っ
た
が
高
校
生
は
乗
れ
な
い
か

ら
だ
と
聞
く
。
私
も
電
動
自
転
車
で
同
じ
道

を
走
り
、
そ
の
距
離
だ
け
で
な
く
大
き
な
ト

ラ
ッ
ク
同
士
の
す
れ
違
い
で
は
、
絶
え
ず
止

ま
っ
て
道
路
脇
に
避
け
る
と
い
う
経
験
を
し

た
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
い
い
の
か
、
女
性

で
も
あ
る
し
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
陽
が
落

ち
る
の
が
早
く
な
る
の
で
心
配
に
な
る
。
ま

た
、
天
神
か
ら
電
鉄
小
野
駅
ま
で
の
路
線
廃

止
に
関
連
し
て
南
山
地
区
在
住
者
で
、
高
校

に
通
え
な
い
と
転
居
し
た
人
が
い
る
と
聞
く
。

こ
の
現
状
を
市
と
し
て
ど
う
見
る
か
、
通

勤
・
通
学
に
便
利
な
と
こ
ろ
に
暮
ら
す
傾
向

が
進
め
ば
、
公
共
交
通
機
関
の
な
い
と
こ
ろ

は
ま
す
ま
す
取
り
残
さ
れ
過
疎
が
進
む
の
で

は
と
心
配
す
る
。 

答　

国
道
３
７
２
号
に
つ
い
て
は
今
す
ぐ
に

５
年
先
10
年
先
を
見
据
え
た

　
　
　
　
　
　

加
東
市
の
農
業
に
つ
い
て 

　
古
跡
和
夫
議
員

と
い
う
対
策
は
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
安
全

対
策
が
と
れ
る
か
検
討
が
必
要
に
な
る
。
小

野
へ
の
通
学
で
は
、
三
田
か
ら
天
神
・
厚
利

経
由
で
社
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
に
よ
り
小
野
ま

で
行
く
路
線
に
つ
い
て
、
神
姫
バ
ス
と
話
し

合
い
を
継
続
す
る
。
時
間
は
７
分
ほ
ど
長
く

か
か
る
が
、
通
学
定
期
だ
と
安
く
な
る
可
能

性
は
あ
る
。 

□
東
条
・
滝
野
地
域
へ
の
支
所
の
設
置
に
つ

い
て 

問　

高
齢
化
が
進
む
中
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
に
は
身
近
に
利
用
で
き
る
支
所
が

必
要
で
は
。 

答　

支
所
を
作
る
考
え
は
な
い
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。 

問　

支
所
を
置
か
な
い
代
わ
り
に
公
共
交
通

の
整
備
を
約
束
し
た
の
で
は
な
い
の
か
。 

答　

統
合
す
る
の
で
あ
れ
ば
公
共
交
通
の
検

討
も
必
要
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

問問 答

問問 答答

答

警視庁のホームページより

問問問問 答

問問 答答

答答答
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一　般　質　問 

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
見
積
り
依
頼

も
し
て
い
な
い
の
に
な
ぜ
見
積
り
が
あ
る
の

か
。 

答　

設
計
を
行
う
準
備
作
業
と
し
て
２
者
に

窓
口
で
直
接
依
頼
し
た
た
め
依
頼
書
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

問　

１
者
の
見
積
り
に
は
防
水
モ
デ
ル
と
の

記
述
も
あ
り
。 

答　

本
来
な
ら
防
湿
仕
様
と
表
記
す
べ
き
と

こ
ろ
、
表
記
が
、
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
た
。

次
回
か
ら
は
、
機
能
・
性
能
と
し
て
明
記
し

ま
す
。 

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
件
に
つ
い
て 

　
北
原
　
豊
議
員

そ
の
他
の
質
問 

〇
小
中
一
貫
校
屋
上
プ
ー
ル
の
積
算
に
つ
い

　

て 

〇
空
き
家
が
あ
る
の
に
小
元
団
地
を
建
設
し

　

た
理
由
に
つ
い
て 

〇
東
条
川
合
流
上
流
の
加
古
川
改
修
（
河
床

　

掘
削
）
に
つ
い
て 

〇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
コ
ミ
バ
ス
を
走
ら
せ
る

　

こ
と
が
で
き
る
の
に
や
ら
な
い
わ
け 

問　

大
津
市
の
交
差
点
で
の
事
故
を
受
け
て

の
危
険
箇
所
調
査
・
安
全
対
策
は
。 

答　

本
市
の
対
策
と
し
て
、
市
道
が
関
係
す

る
横
断
歩
道
の
あ
る
交
差
点
の
把
握
を
行
っ

た
。
結
果
、
市
内
約
１
７
０
箇
所
が
該
当
し
、

市
道
と
市
道
と
の
交
差
点
の
現
地
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
安
全
対
策
が
必
要

な
交
差
点
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
に
応
じ

て
車
止
め
ポ
ー
ル
・
Ｕ
字
型
の
車
止
め
で
、

車
両
の
飛
び
込
み
防
止
に
対
応
す
る
こ
と
と

し
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
を
優
先
的
に
整
備

す
る
。 

問　

現
在
工
事
中
の
新
滝
見
橋
東
側
の
交
差

点
の
安
全
対
策
は
。 

答　

現
場
確
認
を
行
い
、
小
学
校
近
く
の
交

差
点
で
通
学
す
る
児
童
の
数
が
多
い
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。
県
や
公
安
委
員
会
に
、
地

区
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
々
か
ら
の
信
号
機
設
置
要
望

に
つ
い
て
も
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
要
望
を
重
ね
、
安
全
に
配
慮
し
た
交
差

点
づ
く
り
に
努
め
た
い
。 

□
自
治
体
が
取
り
組
む
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（S

D
G
s

）
に
つ
い
て
。 

問　

そ
の
認
識
と
今
後
の
見
解
は
。 

答　

国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（SD
Gs

）
実
施
指
針
が
策
定
さ
れ
、
各
種
計

画
や
戦
略
、
方
針
の
策
定
や
改
訂
に
当
た
っ

て
はSD
Gs

の
要
素
を
最
大
限
反
映
す
る
こ

と
を
奨
励
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

市
内
交
差
点
付
近
の
安
全
対
策
に
つ
い
て 

別
府
み
ど
り
議
員

SD
Gs

で
示
さ
れ
る
多
様
な
目
標
の
追
及
は
、

地
方
自
治
体
の
諸
課
題
の
解
決
、
地
方
創
生

の
実
現
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
市
民

や
地
域
、
事
業
者
等
と
の
協
働
の
取
組
に
よ

り
、
日
本
経
済
新
聞
社
発
行
の
日
経
グ
ロ
ー

カ
ル
に
お
い
て
、
本
市
は
、
人
口
五
万
人
未

満
の
自
治
体
に
お
け
るSD

Gs

先
進
度
が
全

国
第
一
位
と
い
う
結
果
に
繋
が
っ
た
。
こ
う

い
っ
た
結
果
は
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
も
繋

が
る
こ
と
か
ら
、SD
Gs

を
意
識
し
た
取
組

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。 

問　

教
育
現
場
へ
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

答　

SD
Gs

で
求
め
る
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
の
課
題
を
解
決
す
る
為
に
必
要
な
力
を

子
ど
も
た
ち
に
育
む
こ
と
は
、
大
変
大
切
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
そ
の
理
念

や
取
組
を
研
究
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
実
践

に
繋
が
る
学
び
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

□
熱
中
症
対
策
等
に
つ
い
て
。

問　

大
塚
製
薬
と
の
連
携
協
定
の
後
、
こ
の

夏
の
具
体
的
な
取
組
は
。 

答　

熱
中
症
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
災
害

時
備
蓄
機
能
を
備
え
た
自
動
販
売
機
の
設
置
、

検
診
や
健
康
サ
ロ
ン
な
ど
の
機
会
を
活
用
し

た
脱
水
対
策
無
料
教
材
と
、0S-1

の
配
布

な
ど
の
実
施
に
向
け
て
調
整
中
。
加
え
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

な
ど
で
広
く
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。 

問問 答問答答

問答

問問 答答

問答
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問　

ぽ
か
ぽ
と
比
較
し
て
力
の
い
れ
か
た
が

違
う
が
な
ぜ
か
。

答　
「
ぽ
か
ぽ
」
は
観
光
施
設
、「
と
ど
ろ
き

荘
」
は
福
祉
と
文
化
の
施
設
で
設
置
目
的
が

違
い
、
市
民
の
方
の
健
康
や
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
と
ど
ろ
き
荘
は
泉

質
を
売
り
に
し
て
お
り
、
地
域
の
方
に
親
し

ま
れ
て
い
る
貴
重
な
施
設
と
考
え
て
い
る
。

多
く
の
方
に
入
浴
頂
け
る
よ
う
に
し
っ
か
り

と
し
た
運
営
を
期
待
し
て
い
る
。 

問　

今
後
廃
止
の
方
向
で
進
む
の
か
、
改
善

の
余
地
を
も
っ
て
検
討
さ
れ
る
の
か
。 

答　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
、

施
設
の
収
支
改
善
が
図
れ
な
い
場
合
は
廃
止

と
し
て
お
り
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
事

業
運
営
を
図
る
た
め
、
数
値
目
標
を
設
定
し
、

一
層
の
維
持
、
管
理
経
費
を
削
減
す
る
と
と

も
に
、
利
用
料
収
入
の
増
加
に
努
め
る
。
３

年
間
の
運
営
状
況
を
見
て
し
っ
か
り
と
検
証

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
の
っ
と
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
。

年
間
目
標
７
万
人
の
入
浴
者
を
目
指
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
、
集
客
で
き
る
よ

う
更
な
る
収
支
改
善
、
施
設
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。 

□
死
亡
後
の
手
続
き
の
一
覧
の
実
情
に
つ
い
て 

問　

周
知
や
、
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
て
い
な
い
。

と
ど
ろ
き
荘
の

　
　

今
後
の
方
向
性
と
活
性
化
に
つ
い
て 

長
谷
川
幹
雄
議
員

井
上
茂
和
議
員

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
な
ら
早
急
な
対

応
を
望
む
が
。 

答　

死
亡
に
と
も
な
う
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

市
民
課
が
総
合
窓
口
と
な
り
、
関
係
す
る
各

課
の
手
続
き
書
類
と
、
死
亡
後
の
手
続
き
一

覧
と
い
う
案
内
書
面
を
遺
族
の
方
に
送
付
し

て
い
る
。
後
日
遺
族
の
方
が
死
亡
後
の
手
続

き
一
覧
で
案
内
し
た
関
係
書
類
を
も
っ
て
市

民
課
に
来
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
場
で
死
亡
後
の

各
種
手
続
き
が
、
円
滑
に
完
了
す
る
な
ど
、

遺
族
の
方
の
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
市
民
課
に
お
け
る
一
括
の
手
続
き
処

理
を
ご
存
じ
な
い
方
が
な
い
よ
う
に
市
民
課

に
お
い
て
総
合
窓
口
の
通
常
業
務
と
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
を
、
７
月
号
の
市
の
広
報

誌
に
お
い
て
周
知
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
見
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
ス
タ
イ
ル
に
改
め
る
。 

そ
の
他
の
質
問

〇
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
そ
の
後
普
及
率
に
つ
い

　

て 

〇
先
の
見
え
な
い
公
共
交
通
の
取
組
に
つ
い

　

て 

　
　

５
月
の
花
ま
つ
り
鮎
ま
つ
り
は
、
多 

く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
落
ち
つ 

い
て
観
覧
で
き
る
場
所
が
な
い
。
現
在
、
旅

館
跡
地
が
更
地
に
さ
れ
観
覧
す
る
に
は
絶
好 

の
場
所
と
思
っ
て
い
る
。
地
主
様
に
も
ご
理 

解
い
た
だ
き
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討 

し
て
行
く
考
え
は
あ
る
か
。 

答　

旅
館

跡
地
に
つ

い
て
は
市

が
何
ら
か

の
施
策
に

取
り
組
む

の
は
難
し

い
状
況
で

あ
る
。

問　

加
古
川
整
備
に
伴
っ
て
、
築
堤
が
さ
れ

る
座
の
浜
か
ら
闘
龍
ス
ク
エ
ア
ま
で
の
間
の

状
況
が
、
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
当
然
観
覧
す
る
場
所
が
な
く
な
り
、 

旅

館
の
跡
地
が
有
効
と
な
る
。
観
覧
席
と
し
て

の
考
え
方
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答　

花
ま
つ
り
鮎
ま
つ
り
で
は
、
駐
車
場
用

地
と
し
て
個
人
の
方
か
ら
無
償
で
借
用
し
、

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
実
績
が
あ
る
。

花
ま
つ
り
鮎
ま
つ
り
開
催
時
に
限
定
し
た
話

で
あ
れ
ば
、
実
行
委
員
会
が
借
用
さ
せ
て
も

ら
え
る
可
能
性
は
あ
る
。
ま
つ
り
来
場
者
の

利
便
性
、
安
全
性
が
向
上
す
る
よ
う
に
実
行

闘
龍
灘
周
辺
の

　

観
光
地
と
し
て
の
環
境
整
備
に
つ
い
て 

委
員
会
と
と
も
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。 

問　

多
く
の
市
民
の
方
か
ら
の
声
は
「
あ
の

広
い
用
地
は
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
以

上
、
公
有
地
と
し
て
確
保
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。
」
と
聞
い
て
い
る
。
臨
時
的

な
借
用
で
は
駄
目
で
は
な
い
か
。 

答　

築
堤
に
よ
り
大
き
く
環
境
の
変
化
が
あ

る
近
い
う
ち
に
、
ま
つ
り
の
あ
り
方
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。 

□
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て 

問　

に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
に
は
、
テ
ナ
ン
ト
と

し
て
、
観
光
協
会
が
あ
り
、
数
件
の
店
舗
が

あ
る
が
、
県
道
か
ら
は
通
行
者
に
は
わ
か
り

に
く
い
が
今
後
ど
う
す
る
の
か
。 

答　

県
道
側
か
ら
視
認
し
易
く
す
る
た
め
、

関
係
者
と
調
整
の
上
、
魅
力
あ
る
施
設
に
し

て
い
き
た
い
。

問答

問問 答答

問問 答答

問問 答

答

闘龍灘

旅館跡地周辺
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問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
「
空
飛
ぶ
救
命
救

急
室
」
と
呼
ば
れ
、
救
急
の
専
門
医
師
や
看

護
師
が
搭
乗
し
、
現
場
で
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
で
、
救
急
搬
送
時
間
を
短
縮
し
、
患
者

の
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
今
年
度

旧
東
条
庁
舎
新
館
及
び
東
条
東
体
育
館
跡
地

に
離
着
陸
場
を
整
備
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
。

答　

平
成
29
年
秋
に
、
公
共
施
設
適
正
化
の

取
組
の
一
環
で
、
旧
東
条
庁
舎
新
館
と
東
条

東
体
育
館
の
取
壊
し
後
の
跡
地
利
用
を
検
討

す
る
中
で
、
東
条
地
域
に
は
常
に
利
用
で
き

る
離
着
陸
場
が
な
い
こ
と
か
ら
、
加
東
消
防

署
東
条
出
張
所
隣
接
地
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
迅
速
な
救
急
搬
送
が
可
能
と
な
り
、
市

民
の
安
全
安
心
に
寄
与
で
き
る
と
判
断
し
た
。 

問　

整
備
の
方
法
に
つ
い
て
。 

答　

着
陸
帯
の
面
積
は
225
㎡
。
直
径
６
ｍ
の

円
の
中
に
Ⓗ
マ
ー
ク
を
明
示
す
る
。
風
等
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
直
近
の
民
家
等
へ
の
対

策
と
し
て
、
管
理
区
域
と
そ
の
境
界
付
近
に

高
さ
2.5
ｍ
の
防
風
防
塵
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す

る
。
ま
た
、
周
辺
の
安
全
対
策
と
し
て
、
管

理
区
域
周
辺
を
高
さ
２
ｍ
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン

ス
で
囲
い
、
防
風
用
の
メ
ッ
シ
ュ
ネ
ッ
ト
を

取
り
付
け
、
風
等
の
影
響
の
軽
減
を
図
る
。 

問　

地
域
住
民
へ
の
周
知
と
協
力
依
頼
に
つ

い
て
。 

答　

４
月
に
周
辺
の
お
宅
を
戸
別
訪
問
し
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
整
備
に
つ
い
て

　
鷹
尾
直
人
議
員

　
桑
村
繁
則
議
員

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
の
不
安
に
対
し
説
明

し
、
了
解
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
整
備
に
つ

い
て
詳
細
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
も
作
成
し
、

回
覧
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
、
消

防
署
と
も
協
力
し
て
、
丁
寧
な
説
明
に
心
掛

け
て
い
く
。 

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。 

答　

現
在
、
建
物
取

壊
し
の
実
施
設
計
を

行
っ
て
い
る
。
11
月

ご
ろ
に
工
事
発
注
し
、

来
年
３
月
下
旬
に
整

備
完
了
の
予
定
で
あ

る
。 

□
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
つ
い
て 

問　

「
加
東
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
を
策

定
し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
平
成
28
年
度

か
ら
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
。 

答　

28
年
度
は
、
被
害
額
約
320
万
円
、
被
害

件
数
411
件
。
29
年
度
は
、
約
520
万
円
、
381
件
。

30
年
度
は
、
約
340
万
円
、
361
件
で
あ
る
。 

問　

専
門
家
を
交
え
て
、
ど
の
よ
う
な
具
体

的
な
対
策
を
検
討
し
て
き
た
の
か
。 

答　

猟
友
会
加
東
支
部
や
森
林
動
物
研
究
セ

ン
タ
ー
森
林
動
物
専
門
員
か
ら
、
集
落
柵
整

備
に
よ
る
侵
入
抑
制
と
加
害
個
体
を
集
中
捕

獲
す
る
対
策
が
効
果
的
と
し
て
、
今
後
も
継

続
し
て
取
り
組
む
。 

一　般　質　問 

問　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
B
i
o

周
辺
を
ま
ち
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
と

魅
力
を
備
え
た
エ
リ
ア
に
す
る
た
め
、
令
和

元
年
度
か
ら
３
年
間
で
５
億
１
千
万
円
の
予

算
が
計
上
さ
れ
る
が
、
新
た
な
交
通
結
節
点

と
な
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
ど
の
よ
う
な
整

備
を
す
る
の
か
。

答　

乗
り
換
え
機
能
と
し
て
は
、
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
自
主
運
行
バ
ス
、
観
光
バ
ス
の

待
機
所
、
停
留
所
を
設
置
す
る
。
複
数
の
交

通
機
関
の
集
積
に
よ
る
市
内
外
の
移
動
の
利

便
性
を
高
め
て
い
く
事
と
し
て
い
る
。 

拠
点

形
成
機
能
と
し
て
、
バ
ス
の
待
合
所
、
地
域

情
報
案
内
、
ト
イ
レ
等
を
整
備
し
、
拠
点
へ

の
誘
導
を
促
す
道
路
の
改
良
や
新
設
、
河
川

を
利
用
し
た
く
つ
ろ
ぎ
の
場
、
集
い
の
場
の

整
備
を
考
え
て
い
る
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
機
能

と
し
て
大
型
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
で
な
く
周
辺

環
境
を
含
め
空
間
全
体
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
る
よ
う
な
取
組
を
検
討
し
て
い
る
。 

問　

国
道
１
７
５
号
・
３
７
２
号
線
等
交
差

部
周
辺
活
性
化
基
本
計
画
と
や
し
ろ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
パ
ー
ク
B
i
o
周
辺
活
性
化
事
業
と

の
関
連
性
は
あ
る
の
か
。 

答　

理
念
を
踏
襲
し
た
も
の
と
し
て
、
第
２

次
総
合
計
画
、
第
２
次
総
合
戦
略
に
位
置
づ

け
、
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、
理
念
上
の
関

連
性
は
あ
る
。 

ま
ち
の
拠
点
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

問　

工
事
費
が
１
億
５
千
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
工
事
か
。
ま
た
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
み
で
複
合
施
設
の
建
設
予
定

は
な
い
の
か
。 

答　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
部
分
の
み
の
予
算
計

上
で
待
合
所
等
は
含
ん
で
い
な
い
。
民
間
活

力
に
よ
る
ま
ち
の
拠
点
整
備
の
足
が
か
り
と

し
て
進
め
る
。 

□
社
地
域
小
中
一
貫
校
の
整
備
に
つ
い
て 

問　

社
中
学
校
の
校
舎
、
体
育
舘
、
柔
剣
道

場
の
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
ど
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
る
の
か
。 

答　

既
存
の
建
物
の
利
活
用
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
費
用
が
安
価
で
納
得
で
き
る
理
由

が
あ
れ
ば
他
の
方
向
性
を
視
野
に
い
れ
基
本

計
画
に
上
げ
て
い
く
。
柔
剣
道
場
は
危
険
で

あ
り
安
全
性
を
確
保
し
教
育
活
動
を
維
持
す

る
た
め
本
年
度
補
強
す
る
。 

問　

柔
剣
道
場
の
改
修
工
事
で
多
額
の
費
用

が
掛
か
る
が
、
基
本
計
画
策
定
の
前
に
新
設

か
既
存
施
設
の
利
活
用
か
、
決
め
な
い
の
か
。 

答　

柔
剣
道
場
の
耐
力
度
は
非
常
に
悪
い
結

果
が
出
て
い
る
。
本
格
的
な
整
備
に
向
け
て

基
本
計
画
の
中
で
並
行
し
な
が
ら
位
置
づ
け

を
決
め
て
い
く
。
ま
た
、
今
す
ぐ
危
険
な
状

態
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
を
も
た
せ

る
と
い
う
こ
と
で
理
解
願
う
。 

問問問 答答

問問問 答

問問 答

問問問 答答答

答

答答

答
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問　

度
重
な
る
年
次
計
画
の
変
更
で
、
財
政

的
な
規
範
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
３
月
議
会
で
は
「
公
共
施
設

の
適
正
化
に
関
す
る
計
画
」
を
議
決
計
画
か

ら
外
し
た
。
市
長
の
見
解
と
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
そ
の
際
は
計

画
の
基
本
的
な
考
え
に
立
ち
返
り
、
財
政
的

な
面
や
施
設
の
総
量
抑
制
と
い
っ
た
面
で
明

確
な
指
標
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。 

答　
「
公
共
施
設
の
適
正
化
に
関
す
る
計
画
」

が
議
決
計
画
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て

は
、
議
会
の
判
断
な
の
で
言
及
は
し
な
い
が

真
摯
に
受
け
止
め
る
。「
公
共
施
設
の
適
正

化
に
関
す
る
計
画
」
は
令
和
２
年
度
中
に
見

直
す
。
そ
の
際
、
財
政
的
な
面
、
施
設
の
総

量
抑
制
と
い
っ
た
指
標
も
盛
り
こ
む
。 

問　

公
共
施
設
の
適
正
化
に
取
り
組
む
原
点

と
な
っ
た
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白

書
」
が
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
削
除
さ
れ

て
い
る
。 

答　

所
管
が
変
わ
っ
た
と
き
に
漏
れ
て
い
た

と
考
え
る
。
ま
た
載
せ
て
お
く
。 

□
情
報
公
開
に
つ
い
て 

問　

30
年
度
の
市
の
会
議
等
の
公
開
の
指
針

に
も
と
づ
く
公
開
結
果
、
お
よ
び
事
前
の
告

知
や
、
事
後
の
記
録
の
公
開
が
適
切
に
な
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。 

答　

平
成
30
年
度
公
開
と
し
た
会
議
が
82
件
、

公
共
施
設
の
適
正
化
の

　
　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

藤
尾
　
潔
議
員

個
人
情
報
を
扱
う
等
の
関
係
で
非
公
開
と
し

た
会
議
が
110
件
。
公
開
対
象
の
82
件
の
う
ち
、

会
議
の
周
知
が
遅
れ
た
も
の
が
11
件
、
会
議

録
の
公
開
が
遅
れ
た
も
の
が
31
件
あ
っ
た
。 

問　

市
役
所
が
自
分
で
定
め
て
い
る
ル
ー
ル

な
の
だ
か
ら
、
遅
れ
て
い
る
も
の
は
０
件
で

あ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
前
か
ら
何
度
も

指
摘
し
て
い
る
が
、
特
に
難
し
い
こ
と
を
求

め
て
い
る
と
も
思
え
な
い
の
だ
が
。 

答　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
あ
り
０
件
に
な
る

よ
う
取
り
組
む
。 

□
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
併
設
の
複
合
施
設
に
つ

い
て 

問　

こ
の
た
び
Ｂ
ｉ
ｏ
で
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
複
合
施
設
を
併
設
す
る
計
画
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
複
合
施
設
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。 

答　

待
合
環
境
の
整
備
な
ど
を
考
え
て
い
る
。 

問　

３
月
に
示
さ
れ
た
市
の
計
画
で
は
、
市

の
事
業
費
も
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
複
合
施

設
は
作
ら
な
い
の
か
。 

答　

事
業
者
と
調
整
の
結
果
、
計
画
を
縮
小

し
た
。

そ
の
他
の
質
問

○
外
国
籍
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て

問　

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
で
の
成
果
は
。

環
境
保
全
活
動
で
の
良
い
事
例
は
、
活
動
を

よ
り
活
発
に
す
る
た
め
公
表
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

答　

平
成
29
年
度
で
は
、
水
路
改
修
3
㎞
、

農
道
補
修
0.1
㎞
、
農
道
舗
装
4.1
㎞
、
た
め
池

補
修
31
か
所
の
実
施
が
あ
っ
た
。
特
徴
的
な

取
組
と
し
て
コ
ス
モ
ス
や
レ
ン
ゲ
栽
培
、
の

じ
ぎ
く
群
生
地
の
保
全
活
動
な
ど
が
あ
り
問

い
合
せ
に
は
紹
介
し
て
い
る
。
今
後
も
広
く

県
下
に
発
表
し
て
い
く
。 

問　

制
度
の
一
部
改
正
で
加
算
措
置
や
対
象

農
地
の
拡
充
等
が
な
さ
れ
た
が
、
加
東
市
で

の
状
況
や
影
響
は
。 

答　

加
算
措
置
等
に
取
り
組
む
組
織
は
な
い
。

長
寿
命
化
活
動
に
２
０
０
万
円
の
上
限
が
設

定
さ
れ
、
18
組
織
に
影
響
が
あ
る
。 

問　

加
算
措
置
に
取
り
組
む
組
織
が
な
い
の

は
高
齢
化
と
人
手
不
足
。
農
作
業
等
を
省
力

化
し
な
い
と
新
た
な
取
組
は
無
理
。
そ
の
補

助
や
支
援
を
考
え
る
べ
き
で
は
。 

答　

担
い
手
や
集
落
営
農
組
織
に
し
っ
か
り

と
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
。 

問　

こ
の
事
業
の
大
き
な
目
的
は
、
農
道
や

水
路
の
草
刈
り
や
土
砂
あ
げ
の
作
業
を
共
同

で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手
の
負
担
を
軽

減
し
農
地
集
積
を
促
進
す
る
こ
と
。
し
か
し

現
状
は
、
隣
接
す
る
農
道
・
水
路
・
市
道
や

県
道
の
法
面
・
河
川
の
堤
防
ま
で
耕
作
者
が

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

　
大
畑
一
千
代
議
員

草
を
刈
っ
て
い
る
の
で
は
。
そ
れ
で
は
農
地

の
集
積
は
進
ま
な
い
。
本
来
の
目
的
を
地
域

に
も
説
明
す
べ
き
。 

答　

説
明
会
や
地
域
か
ら
問
い
合
せ
の
際
に

は
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。 

□
や
し
ろ
鴨
川
の
郷
し
い
た
け
園
の
活
用 

問　

し
い
た
け
園
は
ほ
と
ん
ど
が
放
置
さ
れ

て
い
る
状
態
。
鴨
川
の
郷
協
会
の
指
定
管
理

と
は
別
に
考
え
る
べ
き
で
は
。 

答　

鴨
川
の
郷
協
会
や
地
元
と
協
議
し
て
い

る
が
、
協
会
の
設
立
目
的
か
ら
も
指
定
管
理

か
ら
外
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
鴨
川
の
郷
全
体
エ
リ
ア
を
コ
ン
パ
ク
ト

化
し
、
経
営
改
善
に
つ
な
げ
た
い
。 

□
夏
休
み
中
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル 

問　

応
募
の
状
況
は
。
待
機
児
童
は
発
生
し

な
い
か
。 

答　

委
託
業
者
に
よ
る
支
援
員
の
確
保
が
で

き
ず
、
43
人
が
入
所
で
き
な
い
状
況
。
各
施

設
に
は
夏
休
み
直
前
に
空
き
が
発
生
し
な
い

よ
う
夏
休
み
に
利
用
し
な
い
児
童
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。 

問　

昨
年
か
ら
改
善
が
さ
れ
て
い
な
い
。
教

育
委
員
会
が
教
員
Ｏ
Ｂ
や
免
許
保
持
者
に
直

接
あ
た
り
、
支
援
員
を
確
保
す
べ
き
。 

答　

来
年
度
の
業
者
選
定
に
当
た
り
、
支
援

員
確
保
等
を
条
件
に
付
加
し
て
い
き
た
い
。 

問問問 答 答

問問問 答

問問問 答答答

答答

問問問問 答答答

答答
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「
加
東
市
の
こ
ん
な
こ
と
知
っ
て

ま
す
か
ぁ
」
を
ご
紹
介
す
る
知
っ
と

う
加
東
の
第
３
回
目
。

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る「
加
東
市
」。

東
は
文
字
通
り
東
な
の
で
す
が
、

「
加
」
の
意
味
は
ど
う
い
う
意
味
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
加
古
川
の
東
で
し
ょ
う
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で

は
滝
野
地
域
の
加
古
川
よ
り
西
の

地
域
が
加
西
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
播

磨
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
応
神

天
皇
（
第
15
代
天
皇
）
の
時
代
、

つ
が
い
の
鴨
が
巣
を
作
っ
て
卵
を
産

ん
だ
こ
と
か
ら
、
今
の
加
東
市
・

小
野
市
・
加
西
市
一帯
を
「
賀
茂
郡
」

と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
賀
茂
郡
が
平
安
時
代
ご
ろ

「
賀
東
郡
」「
賀
西
郡
」
に
分
か
れ
、

賀
東
郡
を
後
に
「
加
東
郡
」
と
言

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

加
西
市
に
は
根
日
女
伝
説
を
は

じ
め
、
風
土
記
に
ち
な
ん
だ
伝
説

が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
加
東
市

に
も
風
土
記
ゆ
か
り
の
地
名
が
あ

り
ま
す
。

　

神
が
村
々
に
木
の
種
を
お
分
け

に
な
っ
て
い
た
時
に
足
り
な
く
な
り
、

　
「
か
と
う
市
議
会
だ
よ

り
」
も
今
回
で
50
号
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
第
１
号
の

編
集
委
員
会
の
委
員
長
で

も
あ
り
ま
し
た
。
発
刊
の

ご
挨
拶
で
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
「
わ
か
り
や
す

い
議
会
だ
よ
り
」「
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
」
と
い
う
初
心
を
あ
ら

た
め
て
思
い
起
こ
し
て
い

ま
す
。

　

合
併
時
、
旧
東
条
町
議

会
の
み
が
議
会
だ
よ
り
を

発
行
し
て
お
り
、
議
会
だ

よ
り
を
発
行
す
る
か
ど
う

か
が
ま
ず
議
論
に
な
り
ま

し
た
。「
質
問
し
た
議
員

だ
け
名
前
や
顔
の
宣
伝
に

な
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
き
っ
か

け
に
市
民
の
方
か
ら
お
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ

と
も
多
く
、
あ
の
時
議
会

で
発
行
を
決
断
し
た
の
は

間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と

思
う
と
と
も
に
、
現
状
に

甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
今

後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

（
藤
尾　

潔
）

発
行 

 

加
東
市
議
会

編
集 

 

議
会
広
報
委
員
会

発
行
日 

令
和
元
年
８
月
１
日

〒
６
７
３‐１
４
９
３

兵
庫
県
加
東
市
社
50
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
7
9
5‐4
3‐0
3
8
5 

（
直
通
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
7
9
5‐4
2‐7
9
6
0

『
ハ
シ
タ
な
る
か
も
（
数
が
足
り
な

い
）』
と
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
名
づ

け
ら
れ
た
端
鹿
の
里
。
そ
の
た
め

木
の
実
が
な
ら
な
い
槇
や
檜
・
杉
が

山
に
生
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

巨
勢
部
が
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
起
勢
の
里
。

　

か
つ
て
は
塩
分
を
含
ん
だ
冷
泉
が

出
て
い
た
た
め
塩
野
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
穂
積
臣
が
住
む
よ
う
に

な
っ
た
た
め
改
名
し
た
穂
積
の
里
。

　

応
神
天
皇
が
お
越
し
に
な
っ
た
時

に
、
霧
の
た
め
は
っ
き
り
と
見
え
な

い
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
小
目
野

（
今
の
野
村
地
区
の
小
部
野
）
な
ど

の
地
名
が
あ
り
ま
す
。

　
「
加
東
」
の
「
加
」
の
字
か
ら
遠

い
祖
先
の
心
を
感
じ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
藤
尾　

潔
）

議会の傍聴に
お越しください

9月の予定 ３日（火）９時３０分
４日（水）９時３０分
５日（木）９時３０分

９日（月）～１１日（水）９時３０分
１７日（火）９時３０分
１９日（木）９時３０分
２６日（木）９時３０分

定例会（初日）
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
決算特別委員会
決算特別委員会 
定例会（２日目 一般質問）
定例会（３日目）

議場は加東市役所５階にあります

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

井
上　

茂
和

副
委
員
長　

髙
瀬　

俊
介

委　
　

員　

桑
村　

繁
則

　
　
　
　
　

藤
尾　
　

潔 

　
　
　
　
　

石
井　

雅
彦 

　
　
　
　
　

鷹
尾　

直
人 

　
　
　
　
　

別
府
み
ど
り 

お   

べ   

の

（8月21日必着）

加東市は消防署跡地に□□施設を誘致。
　市民の皆様から、かとう市議
会だよりへのご意見を聴かせて
いただくためクイズ＆アンケートを
行います。
クイズに正解し、ご意見を書いて
いただいた方から抽選で5名様
に、やしろ商店連合会加盟店で
使える１,０００円分の商品券を
差し上げますので、奮ってご応募
ください。なお、当選者の発表は
商品券の発送をもってかえさせ
ていただきます。 

はしかの里

か
も
の
こ
お
り

か
も
の
こ
お
り

は
し  

か

ま
き

ひ
の
き

こ   

せ   

べ

ね   

ひ   

め

こ   

せ

ほ  

づ
み 

お
み

お   

め   

の

□
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